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研究成果の概要（和文）：従来、ロシア革命研究において十分に注目されることがなかった自由主義者につい
て、第一次世界大戦期から革命期にかけての活動を全面的に再検討した。第一次大戦中の自由主義者の言論活
動、帝政政府との関係、革命期における臨時政府内での活動などについて、具体的に検討を行った。その結果、
第一次大戦中から革命期にかけて、自由主義者の活動自体が、彼らが理想とする立憲主義とは異なった方向性を
帯びざるを得なかったことを明らかにした。とくに議会の回避という彼らの革命中の姿勢は、ボリシェヴィキ政
権後にも全般的な傾向としては引き継がれるものであった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to analyze the role played by the Russian liberals 
in the First World War and the Revolution of 1917. In the historiography it is often mentioned that 
the liberals aimed to introduce a constitutional and parliamentarian order in Russia. However, my 
research made clear that, though they were eager to promote the status of the parliament during the 
war, after the collapse of the imperial government the liberals themselves tried to govern the 
country without institutionalizing a parliament. Such an attitude was forced by the extraordinary 
situation of the war, at the same time it also demonstrated the difficulty with which to stabilize a
 constitutional and parliamentary order in Russia of the early 20th century, in which a corporative 
order of society had been stably maintained.

研究分野： 近現代ロシア史
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１．研究開始当初の背景 
従来の研究史においては、1906 年の憲法

制定から 1917 年 3 月の帝政崩壊にいたるロ
シア政治史の展開を、専制政府対リベラルと
いう枠組みでもっぱら理解してきた。憲法の
効力をできるだけ制限したい皇帝ニコライ 2
世とその政府に対して、憲法の実質化を求め
るリベラルが対抗するという構図である（た
とえば А. Я. Аврех, Царизм и IV Дума, 
1912-1914 г. г. [アヴレフ『ツァリーズムと第
四ドゥーマ、1912‐1914 年』], М., Наука, 
1981）。 
だが、この研究史には三つの問題点がある。

第一に、リベラルは、時期によっては憲法で
規定された体制の擁護ではなく、その変更を
求めるような強力な運動を展開したという
ことである。とりわけ第一次大戦中はそうで
あった。たとえば当時彼らが選択肢の一つと
して考えていた議院内閣制は、憲法規定を超
えるものであった。第二に、1917 年 3 月に
帝政が倒れ、リベラル自身が臨時政府をつく
ってからの展開が、それ以前の展開とどのよ
うにつながっているのかが明確ではないと
いうことである。研究史上、帝政崩壊後の社
会主義者については分析が進んでいるが、リ
ベラルが 1917 年にどのような憲法秩序を追
求したのかは論じられてこなかった（たとえ
ば William G. Rosenberg, Liberals in the 
Russian Revolution: The Constitutional 
Democratic Party, 1917-1921, Princeton, 
Princeton University Press, 1974 にはそう
した弱さがある）。実際には1917年3月以降、
リベラル主体の臨時政府は、それまであった
憲法の効力を停止し、議会の活動再開にも反
対した。また臨時政府は議会に対して責任を
負うことのない超越的な革命権力であると
も位置づけられた。つまり 1917 年のリベラ
ルは、かなりの程度まで反立憲的に振舞った
と考えることができるのである。ここから、
第一次大戦期と革命期（おおむね 1917 年 2
月～1918 年初頭）とを、リベラルによる立
憲体制に対する攻撃という点で連続的に捉
えることもできる。第三に、リベラルの動向
がもっぱら一国史的に理解されてきたとい
うことである（例外は И. В. Алексеева. 
Агония сердечного согласия. Царизм, 
буржуазия и их союзники по Антанте. 
1914-1917, Л., Лениздат, 1990 だが、ロシ
ア側史料中心である）。 
研究史に関する以上の整理を踏まえ、本研

究は、第一次大戦期および革命期を、ロシア
立憲体制の崩壊として一貫的に捉えること
を目指した。その過程においては、反憲法的
な姿勢をとっていた専制政府とともに、リベ
ラルもまた主導的な役割を果たしたという
のが、本研究が実証すべき仮説である。この
仮説は十分に論証されたものと考える。分析
においては、ロシア・リベラリズムに対する
西欧諸国の影響や、相互の交渉に特別の注意
を払った。 

 
２．研究の目的 
１において研究史上の三つの問題点につ

いて示したが、それについてあらたな観点か
らの解明を行なうことが、本研究計画の中心
的な部分をなす。 
 あらためて記すと、第一の問題点は、立憲
体制擁護を掲げるリベラルが、第一次大戦中
には憲法に規定された秩序の変更をむしろ
求めたということを、説明しなければならな
いということであった。この点について解明
するために、リベラルの動向を跡付け、さら
に政府、国家評議会（上院）、国家ドゥーマ
（下院）の日常的な運営形態を、立憲体制の
崩壊というあらたな観点から明らかにする。
リベラルの動向の検討においては、立憲民主
党（カデット）をはじめとする諸政党の中央
組織と地方組織の活動にくわえ、政党に属し
ていると否とを問わず広範な知識人の評論
なども分析する。 
 第二の問題点は、1917 年 3 月に帝政が倒
れて以降、リベラルがいかなる憲法秩序を追
求したのかが明確ではないということであ
った。この点について解明するために、革命
期におけるリベラル、および彼らが大きな役
割を果たした臨時政府における、国制や憲法
をめぐる認識や行動を体系的に分析する。一
方においては国家ドゥーマの停止、臨時政府
への超越的権力の付与など、リベラルは立憲
体制とは逆方向の基本方針をとった。だが、
他方では彼らは、憲法制定会議によって導入
されるべき新しい秩序について活発な議論
をかわした。臨時政府付属司法審議会ほか、
諸機構の内部文書や法令草案などを手がか
りとして、国制や憲法に対する 1917 年のリ
ベラルの理論と実践を解明する。その際、多
民族国家ロシアの統治に関して、リベラルお
よび臨時政府がどのような国制を考えてい
たのかにも注意を向ける。 
 第三の問題点は、ロシア・リベラルの動向
が一国史的にのみ理解されてきたというこ
とであった。これに対して本研究では、第一
次大戦期および革命期におけるリベラルと
イギリスやフランスなど連合国の関係につ
いて、ロシア側史料だけではなく、これまで
あまり使われてこなかった英仏側の史料も
用いて明らかにする。また、リベラルがイギ
リスやフランス（第三共和政）をはじめとす
る諸外国の国制を参照していたことに着目
する。リベラルおよび臨時政府に対して、連
合国の諸代表が国制のあり方についていか
なる助言を与えたのかも明らかにする。 
 以上の三つの点に着目することで、第一次
大戦期から革命期までを、ロシアにおける立
憲体制の崩壊という観点から統一的に把握
する。諸々の機構や集団の動向について、公
刊史料とアーカイヴ史料とを用いて偏りな
く解明することによって、立憲体制を標榜す
るリベラルこそが、その崩壊において主導的
な役割を果たしたという仮説を実証するこ



とを目指す。 
 
３．研究の方法 
第一次世界大戦期および革命期のロシ

ア・リベラルについて、国際的水準に照らし
ても決定版とみなせるような研究成果を得
ることを目指す。そのための最も大事な要件
は、用いる史料の網羅性および全体としての
バランスである。研究計画においては、調査
対象となる史料をその出所に応じて「政府・
公的機関」「政党・民間団体」「個人」の 3つ
に区分し、さらにそれぞれを「公刊史料」と
「アーカイヴ史料」に分ける。これらの区分
は、主にロシアにおける史料の所在形態に対
応している。くわえてロシアだけではなく、
イギリスとフランスのアーカイヴでも調査
を行なうことによって、一国史を超えた観点
を得る。また、国際学会での報告を定期的に
行なうことによって、研究の進度、方向性、
水準について客観的に確認するための指標
を得る。 
主要な史料となるのは、ロシア連邦国立ア

ーカイヴ（ГАРФ）所蔵の立憲民主党、ミリ
ュコーフ、ココシキン、臨時政府関連の史料
である。とくに臨時政府付属法制審議会の会
議録が重要である。また、2017 年度には東
京大学において、Gale 社の提供になる
Archives Unbound シリーズのうち、イギリ
ス外交文書館の1914-18年の英露関係の史料
がオンラインで読めるようになったので、こ
れも活用した。 
 
４．研究成果 
 第一次世界大戦期に関しては、総力戦体制
の構築に対するリベラルの関与を、言論と実
践の両レベルで明らかにした。そうした関与
が顕著に見られたことは、従来からも指摘さ
れていたが、リベラルの言論活動における民
衆の政治関与への忌避、外国の総力戦体制か
らの影響について、従来にない観点・史料か
ら（リベラルの用いる「公共」概念の閉鎖性、
ナボコフによるイギリス調査）明らかにした。 
 ロシア革命期に関しては、ロシア連邦国立
アーカイヴの所蔵文書を体系的に用いて、臨
時政府内のリベラルによる法制部門での活
動について広汎に解明した。身分制の廃止が
困難であったこと、議会制の早期導入にリベ
ラル自身が否定的であったことなどを実証
的に解明した。とくに議会制については、臨
時政府は非常権力であるという法的な規定
にリベラルが厳格にこだわった結果、かえっ
てそうした権力のもとでは議会は導入でき
ないという結論に彼らが達したことを明ら
かにした。ここには法の支配にこだわること
でリベラルが、かえって法秩序の基礎となる
議会の導入に否定的となったという逆説が
見られる。また、ロシア社会に根強く残るコ
ーポラティズム（身分制など）が、リベラル
が打ち出した議会の代替物の構成に強い影
響を与えていることも明らかにした。西欧の

議会主義・立憲主義を奉じるリベラルも、ロ
シア社会の構造から自由にはなれなかった
のである。議会を導入せず執行機関（臨時政
府）に権限を集中させる傾向、コーポラティ
ズムと代議制を折衷させる傾向は、十月革命
で臨時政府が倒され、ボリシェヴィキ権力が
できたのちも、むしろ強まっていくのである。 
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